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知りたいこと
望むこと

知りたいこと
望むこと

９人の議員が一般質問

町
体
育
施
設
の
有
効
利
用
を

教
育
長
　
検
討
し
て
い
き
ま
す

質 

問

　
　
　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
料
は
、
照
明
を
使
わ

な
い
限
り
無
料
で
す
が
、
使

用
者
の
７
割
を
占
め
る
町
外

者
か
ら
は
使
用
料
を
徴
収
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　

現
在
行

財
政
改
革
専
門
部
会
で
検
討

中
で
す
。

税
務
課
長

　
　
　
　
　

部
会
で
は
有

料
に
す
る
方
向
で
進
ん
で
お

り
、
19
年
度
か
ら
の
実
施
を

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

前
回
質
問
し
た

際
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
　

第
３
日
曜
日
を

開
設
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
勤

務
条
件
や
予
約

シ
ス
テ
ム
の
変

更
、
条
例
改
正

な
ど
も
必
要
と

な
り
、
尚
検
討

が
必
要
で
す
。

　

も
し
開
設
の

方
向
に
な
っ
て

も
、
準
備
期
間

が
必
要
で
、
す
ぐ
に
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
新

年
度
ま
で
に
準
備
し
て
、
そ

の
方
向
に
持
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

以
前
フ
ッ
ト
サ
ル

場
と
し
て
の
利
用
を
と
提
案

し
ま
し
た
が
、
使
用
希
望
者

も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町 

長

　
　
　

使
用
料
等
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
得

ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
実
現
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。

質 

問

　
　
　

現
在
ま
で
の
使
用

状
況
は
。

町 

長

　
　
　

４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
宿
泊
施
設
は
７
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
利
用

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
、
７
月
が

６
１
８
人
、
８
月
が
４
７
０

人
で
、
宿
泊
利
用
者
総
数
は

59
組
、
１
０
８
８
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
町
内

の
利
用
者
は
、
65
％
で
す
。

利
用
者
は
宿
泊
以
外
に
付
近

の
散
策
等
で
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

質 

問

　
　
　

今
後
の
利
用
と
管

理
は
。

町 

長

　
　
　

10
月
か
ら
６
月
ま

で
の
間
の
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
社
会
教
育
課
へ
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
警
備
会
社
が
監
視
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
い

た
ず
ら
等
が
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
毎
週
１
回
月
曜
日
に

見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
外
者
か
ら
使
用
料
の

徴
収
を
考
え
て
は

宇 田 川　亮 議員

第
３
日
曜
日
の
施
設
の

利
用
は
ど
う
な
っ
た

土
の
テ
ニ
ス
練
習
場
の

有
効
利
用
は

大
谷
自
然
公
園
の
管
理

は

使用されていない土のテニス練習場
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公
社
用
地
問
題
と
今
後
の
展
開
は

町
長
　
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
早
期
解

決
を

質 

問

　
　
　

今
般
、
国
際
電
子

整
備
学
園
の
敷
地
、
建
物
が

特
別
売
却
に
よ
る
競
売
で
、

他
の
学
園
が
落
札
し
、
公
社

所
有
の
残
地
は
必
要
な
く
、

競
売
に
よ
り
国
際
電
子
整
備

学
園
は
、
今
後
学
園
運
営
も

で
き
ず
、
公
社
用
地
も
現
在

の
地
価
は
約
20
億
円
膨
れ
あ

が
り
、
同
学
園
に
よ
る
用
地

の
購
入
等
は
不
可
能
な
状
態

で
す
。

　

町
は
、
対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
検
討
の
様
子
だ
が
、
具

体
案
は
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
、
町
、
公
社
は
協
定
書
、

覚
書
等
の
履
行
が
で
き
な
い

旨
の
公
文
書
を
求
め
、
同
時

に
無
償
で
貸
し
与
え
を
行
っ

て
い
る
公
社
用
地
の
使
用
を

差
し
止
め
る
法
的
処
置
を
講

じ
る
か
、
ま
た
約
定
書
に
よ

る
損
害
賠
償
等
の
法
的
処
置

を
取
る
な
ど
検
討
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
野
球
場
や
サ
ー

キ
ッ
ト
場
な
ど
施
設
の
状
況

回
復
を
求
め
、
広
く
対
策
会

議
で
検
討
し
、
問
題
の
早
期

解
決
を
考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

旧
鞍
手
郡
四
町
で

負
担
金
を
出
し
運
営
を
行
っ

て
い
た
消
防
業
務
や
じ
ん
芥

処
理
施
設
は
宮
若
市
の
誕
生

で
、
規
約
の
変
更
、
組
織
替

え
の
必
要
が
生
じ
て
い
る

が
、
町
長
の
見
解
を
。

町 

長

　
　
　

現
在
、
更
な
る
広

域
圏
の
合
併
が
推
進
さ
れ
、

当
初
は
10
万
人
構
想
か
ら
急

遽
30
万
人
の
人
口
を
睨
ん
だ

消
防
の
広
域
合
併
構
想
が
あ

り
、
ま
ず
は
二
市
二
町
の
体

制
を
整
え
る
た
め
、
幹
事
会

や
助
役
会
で
協
議
を
行
い
ま

す
。

　

じ
ん
芥
施
設
、
消
防
業
務

の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
対
処
し
ま
す
。

仲 野　 守 議員

質 

問

　
　
　

平
成
17
年
度
一
般

会
計
で
多
く
の
団
体
に
補
助
金

や
助
成
金
が
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
総
額
と
対
象
団
体
数
、

領
収
書
添
付
の
有
無
、
監
査
は

ど
の
よ
う
に
。
ま
た
決
算
書
や

領
収
書
の
公
開
は
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
決
算

で
は
、
総
額
１
億
２
６
２
４

万
円
の
う
ち
、
22
団
体
約
７

８
８
６
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
決
算
書
の
提
出
は
22

団
体
中
20
団
体
。
各
団
体
の

総
会
資
料
等
で
事
業
内
容
や

活
動
状
況
を
把
握
し
、
決
算
・

監
査
報
告
を
参
考
に
審
査
を

し
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

補
助
金
、
助
成
金

の
支
給
目
的
が
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
本
来
自
己

資
金
で
負
担
す
べ
き
も
の
が

含
ま
れ
て
い
た
り
、
役
割
を

終
え
て
い
る
補
助
金
、
助
成

金
が
既
得
権
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
補
助

金
等
の
明
確
な
交
付
基
準
の

策
定
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
作
業
状
況
は
。

町 

長

　
　
　

役
割
が
終
わ
っ
た

も
の
は
や
め
、
既
得
権
等
々

の
問
題
は
部
会
で
検
討
し
、

改
め
ら
れ
る
も
の
は
改
め
て

い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

小
中
学
校
図
書
室

の
図
書
総
数
と
充
足
率
は
。

ま
た
司
書
教
諭
と
学
校
図
書

の
情
報
の
電
算
化
は
。

教
育
長

　
　
　

平
成
17
年
度
、
小

学
校
６
校
で
２
万
９
９
２
１

冊
、
充
足
率
は
86
％
、
中
学
校

２
校
で
１
万
５
８
９
６
冊
、
充

足
率
は
83
％
で
す
。

　

司
書
教
諭
は
兼
任
に
な
り
ま

す
が
、
古
月
小
以
外
は
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
ま

す
。
電
算
化
の
実
施
は
、
南
中

学
校
１
校
の
み
で
す
。
今
後
、

各
校
と
も
電
算
化
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

３
校
ほ
ど
見
て
回

り
ま
し
た
が
、
図
書
の
中
味

に
つ
い
て
は
古
い
も
の
が
多

く
、
ま
だ
不
十
分
で
す
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
予
算
措

置
を
し
、
学
校
図
書
室
を
学

校
教
育
の
中
で
ど
う
位
置
づ

け
、
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　
　
　

学
校
図
書
整
備
事

業
を
５
年
計
画
で
実
施
し
、
１

３
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し

た
。
今
後
も
子
ど
も
の
読
書
環

境
整
備
の
た
め
、
学
校
図
書
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

岡 﨑　邦 博 議員

学
校
図
書
室
の
整
備
状

況
と
今
後
の
取
組
み
は

町長－改められるものは
　　　改めて

補助金・助成金は明確に

一
部
事
務
組
合
の
方
向

性
に
つ
い
て

年　度 借 入 金 金　利 合　計

昭和５６年度 ４,５２５ ９０ ４,６１５

昭和５９年度 １１０,８０１ ３,８００ １１４,６０１

昭和６０年度
 ～平成６年度 １１,２５９ ９３,１９１ １０４,４５０

合　計 １２６,５８５ ９７,０８１ ２２３,６６６

平成 ７年度 ９１,７３２ ８２,９８４ １７４,７１６

平成１７年度 ９１,７３２ １０６,５８９ １９８,３２１

室木小学校の図書室

（単位：万円）
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質 

問

　
　
　

町
立
病
院
に
、
婦

人
科
、
小
児
科
、
消
化
器
科
、

糖
尿
病
な
ど
の
診
療
内
容
の

充
実
は
で
き
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

医
師
の
確
保
が
難

し
く
、
ま
た
、
財
政
的
に
も

無
理
な
状
況
で
す
。

質 

問

　
　
　

町
立
病
院
や
公
共

施
設
へ
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

て
は
。

町 

長

　
　
　

町
内
巡
回
バ
ス
運

行
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
身
体

の
不
自
由
な
方
、
交
通
空
白
地

域
を
対
象
に
導
入
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

新
農
業
法
の
施
行

に
よ
る
農
業
の
振
興
と
農
地

の
見
直
し
は
。

町 

長

　
　
　

町
づ
く
り
計
画

に
沿
っ
た
農
地
の
活
用
を
行

い
、
本
町
農
業
の
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

小
中
学
校
の
通
学

路
の
歩
道
の
拡
幅
と
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
た
め
、
段
差
を
取

り
除
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 

長

　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
の
で
、
条
件
が
整
え

ば
一
部
改
良
等
費
用
を
か
け

な
い
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
創
意
工
夫
を
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

鞍
手
イ
ン
タ
ー
の

ア
ク
セ
ス
網
の
整
備
に
よ
っ

て
、
近
隣
市
町
か
ら
の
利
用

者
も
増
え
、
企
業
の
進
出
も

見
込
め
る
と
思
う
が
。

町 

長

　
　
　

主
要
な
地
方
道
や

県
道
に
接
続
す
れ
ば
、
利
便
性

町
立
病
院
の
診
療
内
容
の
充
実
を
望
む

町
長
　
医
師
の
確
保
、
財
政
面
か
ら
無
理

が
向
上
し
、
相
乗
的
な
地
域
の

活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
積
極
的
に
企
業
の

誘
致
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

自
然
災
害
発
生
時

の
各
地
域
の
避
難
場
所
の
周
知

徹
底
と
安
否
確
認
等
は
、
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
。

町 

長

　
　
　

地
域
防
災
計
画

を
策
定
し
、
公
共
施
設
な
ど

の
避
難
場
所
を
指
定
し
て
お

り
、
広
報
で
町
民
の
方
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
独
居
老

人
等
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

当
町
の
救
助
物
資

等
の
備
蓄
状
況
は
。

町 

長

　
　
　

現
在
救
助
物
資
等

の
備
蓄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財

政
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

質 

問

　
　
　

遠
賀
町
、
岡
垣
町
、

芦
屋
町
と
の
合
併
を
考
え
て
は
。

町 

長

　
　
　

ま
ず
は
、
旧
鞍
手

郡
の
合
併
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
後
近
隣
市
町
の
合
併
を

考
え
ま
す
。

田 中　二 三 輝 議員

質 

問

　
　
　

「
倫
理
に
よ
る
町

づ
く
り
」
を
提
唱
し
た
い
。

倫
理
と
い
っ
た
と
き
に
、
ご

み
を
捨
て
な
い
と
か
、
汚
職

を
し
な
い
と
か
い
っ
た
、
最

低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
倫
理
が
あ
る
が
、
今
よ
り

も
っ
と
事
態
を
良
く
す
る
、

も
っ
と
境
遇
を
改
善
す
る
、

も
っ
と
幸
せ
に
な
る
、
と

い
っ
た
積
極
的
な
意
味
の
倫

理
が
あ
る
。

　

町
長
は
、
６
月
議
会
で
の

所
信
表
明
の
中
で
、
８
つ
の

柱
を
立
て
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
示
さ
れ
た

が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
住
民
の
心
を
ひ
と
つ
に

す
る
町
民
憲
章
を
作
り
、「
倫

理
に
よ
る
町
づ
く
り
」
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

町 

長

　
　
　

町
民
憲
章
は
、
倫

理
感
を
高
め
る
内
容
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
当
然
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
本
町
で
は
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
一
定
の
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
見
え
て
き
た
と
き
に
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

策
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

住
民
の
中
に
は
、

鞍
手
町
は
合
併
を
せ
ず
に

単
独
で
い
く
こ
と
に
な
っ

た
が
、
財
政
状
況
は
ど
う
な

の
か
と
い
っ
た
心
配
が
あ
り

ま
す
。
町
の
資
産
・
負
債
を

一
つ
の
表
に
示
す
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町 

長

　
　
　

県
下
で
は
、
69
市

町
村
の
う
ち
、
32
市
町
村
が

作
成
済
み
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
は
行
財
政
改

革
を
進
め
る
た
め
に
も
必
要

と
思
い
ま
す
の
で
早
急
に
作

成
し
た
い
。

香 原 　暹 議員

町長－町の将来ビジョンが見え
　　　てきたときに検討したい

町民憲章を策定し、「倫理
による町づくり」を

宗像市庁舎前の市民憲章

財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
を
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か
ん
が
い
用
排
水
の
基
金
の
取

崩
し
や
運
用
の
考
え
は

町
長
　
今
の
時
点
で
取
崩
す
気
持
ち
は
な
い

質 

問

　
　
　

町
財
政
は
、
平
成

21
年
度
に
は
25
億
円
の
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

の
不
足
額
を
補
う
た
め
に
、

か
ん
が
い
揚
排
水
の
基
金
を

取
崩
し
た
り
、
運
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

か
ん
が
い
施
設
の

維
持
管
理
や
更
新
に
充
て
る

以
外
は
処
分
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
財

政
上
、
必
要
と
認
め
た
と
き

に
は
繰
り
替
え
運
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
税
や
使

用
料
の
徴
収
率
向
上
、
歳
出

の
削
減
を
図
り
、
一
般
財
源

に
基
金
を
充
て
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質 

問

　
　
　

町
長
は
所
信
表
明

で
、
市
町
村
合
併
は
旧
郡
部

で
の
合
併
を
目
指
す
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、、
宮
若
市
は

当
分
の
間
、
合
併
し
な
い
と

明
言
し
て
い
る
た
め
、
旧
郡

部
で
の
合
併
は
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
。
方
向
を
転
換
し
、

他
市
町
村
と
の
方
向
性
を
示

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
は
町
単

独
を
決
意
さ
れ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

当
初
か
ら
鞍
手

郡
で
の
合
併
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
宮
若
市
は
合
併
直
後
で
あ

り
、
当
面
は
単
独
の
行
政
運

営
の
意
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
直
方
市
も
早
期
の
合
併

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
非

常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

し
ば
ら
く
は
単
独
の
町
づ

く
り
を
行
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
近
隣
の
市
町
か
ら
ぜ
ひ

鞍
手
町
と
合
併
し
た
い
と
望

ま
れ
る
財
政
的
に
足
腰
の
強

い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

来
年
４
月
に
行
わ

れ
る
議
会
選
挙
と
同
時
に
住

民
投
票
を
行
う
考
え
は
。

町 

長

　
　
　

合
併
は
結
婚
と

い
っ
し
ょ
で
相
手
が
い
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
民
投
票
は
今
年
度
中
に

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
議
員
さ
ん
が
出
て

こ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
時

点
で
の
話
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

日 高　直 幸 議員

質 

問

　
　
　

鞍
手
町
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
と
出
生
率

に
つ
い
て
現
状
は
。

町 

長

　
　
　

乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
は
県
の
補
助
事
業
と

し
て
、
昭
和
49
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

下
69
市
町
村
の
う
ち
、
県
が

定
め
た
３
歳
児
ま
で
の
実

施
は
42
自
治
体
、
３
歳
児
以

上
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は

27
自
治
体
で
す
。
鞍
手
町
は

外
来
診
療
は
３
歳
未
満
が
無

料
、
入
院
は
平
成
16
年
１
月

か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
に

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

健
康
保
険
の
改
正
で
、
19
年

１
月
か
ら
、
今
ま
で
か
か
っ

て
い
た
初
診
料
と
往
診
料
も

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

出
生
率
は
、
平
成
15
年
が

１
・
１
３
、
16
年
、
１
・
２
１
、

17
年
は
公
的
な
数
字
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
１
・
０
４
で
、

出
生
数
は
99
人
で
す
。
晩
婚

化
、
非
婚
化
の
傾
向
で
、
今

後
も
少
子
化
は
進
む
と
考
え

て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

就
学
前
の
児
童
は

病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
急

性
疾
患
で
は
重
症
化
し
や
す

い
た
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

通
院
に
つ
い
て
も
就
学
前
ま

で
に
延
長
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
出
産
一
時
金
が
、

本
年
10
月
か
ら
、
35
万
円
に

増
額
さ
れ
る
が
、
受
領
委
任

払
い
制
度
に
よ
り
、
か
か
っ

た
医
療
費
か
ら
35
万
円
を
差

し
引
い
た
額
の
支
払
い
で
済

む
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

乳
幼
児
医
療
費

の
対
象
児
童
は
、
３
歳
未
満

で
、
３
４
７
人
、
就
学
前
ま

で
に
拡
大
す
る
と
７
５
９
人

に
な
り
、
町
の
負
担
が
増
え

ま
す
。
平
成
17
年
に
、
次
世

代
育
成
支
援
構
造
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
目
標
事
業
の
達
成
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

受
領
委
任
払
い
制
度
は
近

い
将
来
実
施
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

花 田　す ま こ 議員

町長－拡大するとなると
　　　町の負担が重い

乳幼児通院医療制度を就学
前までに拡大を

合
併
構
想
の
取
り
組
み

と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

新北排水機場

当町の出生数と出生率
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飲
酒
運
転
の
罰
則
規
定
の
現
状
は

町
長
　
現
在
は
人
事
院
が
制
定
し
た
国

家
公
務
員
の
懲
罰
処
分
の
指
針
を
遵
守

質 

問

　
　
　

当
町
に
お
け
る
飲

酒
運
転
罰
則
規
定
は
。

町 

長

　
　
　

国
家
公
務
員
の
懲

罰
処
分
の
指
針
を
遵
守
し
て
、

処
分
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
町
独
自
の
基
準
は
制
定

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
近
隣

市
町
の
状
況
を
見
て
検
討
し

ま
す
。

質 

問

　
　
　

西
川
の
鉱
毒
水
や

大
雨
時
の
浸
水
対
策
を
解
決

す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
に

継
続
的
に
要
望
を
行
う
考
え

は
。

町 

長

　
　
　

赤
水
の
抜
本
的
な

対
策
を
関
係
機
関
に
求
め
て

い
き
ま
す
。

　

浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

毎
年
県
に
対
し
て
浚
渫
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
西
川
の
抜
本
的
な

改
修
も
含
め
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

町
長
は
、
企
業
誘

致
は
攻
め
の
姿
勢
で
と
言
わ

れ
て
い
る
が
。

町 

長

　
　
　

本
町
で
は
、
企
業

立
地
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
関

係
機
関
へ
紹
介
な
ど
行
い
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

質 

問

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
認

識
は
。

町 

長

　
　
　

公
共
施
設
の
建
設
、

維
持
管
理
運
営
等
を
民
間
の

資
金
で
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
能
力
を
活
用
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
利

用
し
て
、
住
宅
団
地
の
整
地

や
企
業
誘
致
の
た
め
の
造
成

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町 

長

　
　
　

遊
休
用
地
の
有
効

利
用
を
図
ら
な
い
と
経
費
が

か
か
る
の
で
、
今
後
も
議
会

と
詰
め
て
話
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

現
在
第
４
次
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
中
で
す

が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
利
用
し
た

企
業
誘
致
や
住
宅
団
地
の
造
成

を
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

町 

長

　
　
　

民
間
の
活
力
等

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と

思
い
ま
す
か
ら
、
真
摯
に
町

の
前
途
を
見
据
え
て
い
き
ま

す
。

福 本　博 文 議員

質 
問

　
　
　

現
在
当
町
の
ゴ
ミ

袋
代
は
、
１
枚
84
円
し
て
お

り
、
町
民
は
高
い
の
で
値
下

げ
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町 

長

　
　
　

近
隣
市
町
と
比
べ

確
か
に
高
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
第
４
次
行
財

政
改
革
を
行
い
、
経
費
の
削

減
に
努
め
て
い
る
と
き
で
あ

り
、
価
格
の
引
き
下
げ
は
大

変
困
難
な
状
況
で
す
。

質 

問

　
　
　

ゴ
ミ
袋
の
単
価
は

い
く
ら
で
す
か
。

町 

長

　
　
　

従
来
の
ピ
ン
ク
は

10
円
70
銭
、
９
月
か
ら
使
用
す

る
黄
色
は
、
１１
円
65
銭
で
す
。

質 

問

　
　
　

１
枚
84
円
の
ゴ
ミ

袋
代
を
10
円
下
げ
て
販
売
す

れ
ば
い
く
ら
の
減
額
と
な
る

の
か
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
の
販

売
枚
数
が
70
万
４
０
０
０
枚

で
す
の
で
、
７
０
４
万
円
の

減
収
と
な
り
ま
す
。

質 

問

　
　
　

ゴ
ミ
事
業
は
本
来

町
民
か
ら
集
め
た
税
金
で
す

べ
き
事
業
で
は
な
い
の
か
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
の
ゴ

ミ
処
理
費
は
、
２
億
５
６
０
０

万
円
で
す
。
そ
の
内
ゴ
ミ
袋

代
と
し
て
５
８
０
０
万
円
入

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
１
億

９
０
０
０
万
円
が
不
足
で

す
。

　

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
、
町
が
負
担
す
る
の
は

難
し
く
、
有
料
化
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
得
い
く
方
向
で
問
題

の
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

事
業
者
の
ゴ
ミ
は

本
来
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
一
般
家
庭
と
同

じ
よ
う
に
ゴ
ミ
袋
で
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を

解
決
し
、
ゴ
ミ
を
減
量
す
れ

ば
、
ゴ
ミ
袋
代
が
値
下
げ
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

事
業
者
と
の
問
題

を
解
決
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
す
る
ゴ
ミ
量
を

減
量
で
き
た
と
し
て
も
、
宮

若
市
と
の
搬
入
量
の
問
題
も

あ
り
、
鞍
手
だ
け
下
げ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
問
題
が

あ
り
ま
す
。
今
後
の
推
移
を

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

朝
８
時
に
ゴ
ミ
袋

を
出
し
ま
し
た
が
、
午
後
２

時
、
３
時
に
し
か
取
り
に
来

な
く
て
困
っ
て
い
る
が
。

町 

長

　
　
　

収
集
業
者
も
８

時
に
出
ま
す
が
、
順
序
が
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
昼
過
ぎ

に
な
る
地
域
も
出
て
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

松 本　典 子 議員

河
川
環
境
の
再
生
を
行

う
考
え
は

企
業
誘
致
の
状
況
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に

町長－価格の引き下げは困難

ゴミ袋代の値下げを


